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日 程 
 

 

12:50 …  中川元慧  法要実行委員長（安芸教区教区会議長）挨拶 

      園城義孝  浄土真宗本願寺派総長 

        「戦後 80 年にあたっての平和を願うメッセージ」 
 

13:00 …   記念布教 講師：吉崎哲真さん（佐伯奥組 西法寺住職） 

 

       献華 (各組代表者) 

 

13:30 …  『阿弥陀経作法 第二種』大谷光淳門主 御親修 

 ＜差定＞ 

一. 行事鐘 

一. 三奉請 

一. 表白 

一. 仏説阿弥陀経 

一. 念仏 

一. 回向 
 

御親教 

随行長挨拶 
 

15:00 …  平和へのメッセージ  宗門校生徒代表 

崇徳高等学校  横山律斗さん 

進徳女子高等学校  大槻華奈さん 

被爆体験証言   切明千枝子さん 

森下 弘さん  

 

16:20 …   冨樫恵生  法要副実行委員長（安芸教区組長会代表）挨拶 

      （歌）いのちかがやいて 
 

16:30 …  終了 



法要をお迎えして 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は暑さ厳しいなか、遠近各地よりご参拝いただき誠に有難うございます。 

今年は終戦 80 年、被爆から 80 年を迎えました。この節目の年に、御門主様御親修のもと

「本願寺広島別院・安芸教区 全戦争死没者追悼法要並びに原爆忌 80 周年法要」を勤修いた

します。 

1945（昭和 20）年 8 月 6 日に一発の原子爆弾がこの広島の地に投下され、一瞬にして美

しい街並みが破壊され、多く人々が犠牲になられました。戦争という人間の愚行によって、

今なお多くの方々が苦しめ続けられているという現実を見るにつけ、戦争の悲惨さ、原子爆

弾の非道さを強く感じずにはいられません。 

 本法要の趣旨にもありますように、広島は平和を願う地として、その惨劇を今日まで世界

中の人々に語り継いできました。その声は世代を超えて伝えられ、核兵器廃絶運動の大きな

うねりとなりました。そしてこのたびの日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）のノー

ベル平和賞授与により、戦争の抑止力となるのは「被害者の生の声を聞く」ことを続けるよ

り他はないとあらためて世界に示しました。 

 しかし、そうした歩みとは反対に、軍事力による他国に侵攻する行為が世界各地で起こっ

ており、いまだに解決の糸口さえ見つからない混迷を深める状況が続いています。 

 お釈迦様は『仏説無量寿経』の中で「兵
ひょう

戈
が

無
む

用
よう

」（武力も武器も用いる必要が無い）と説

かれ、親鸞聖人も「世のなか安
あん

穏
のん

なれ」とお示しくださいました。お釈迦様の時代、親鸞聖

人の時代、そして今日、時代は違えども、すべてのいのちの尊さや存在を大切にしあう平和

な世のなかが、いつまでも続いてほしいという思いは、時代を超えた人類共通の願いではな

いでしょうか。 

終戦 80 年が経ち、当時の戦争を生きてこられた方々も少なくなり、戦争を知らない世代

が多くなっている今日、「過ちは繰り返さない」と誓われた先人の方々の思いをしっかりと

受けとめ、非戦平和の願いを語り継いでいきながら、これからも共々に安心して生活できる

社会の実現をめざして歩んでまいりたいと思います。 

                                       

本願寺広島別院輪番 

安芸教区教務所長  

熊 谷 正 明 

 



本願寺広島別院・安芸教区 

全戦争死没者追悼法要並びに原爆忌 80 周年法要 趣旨 

 

 

 世界で初めて広島に原子爆弾が投下されてから 80年を迎えようとしています。

ヒロシマは平和を願う地として、その惨劇を今日まで世界中の人々に語り継い

できました。その声は世代を超えて伝えられ、核兵器廃絶運動の大きなうねり

となりました。そしてこの度、これまでのヒバクシャの方々の地道な活動が評

価され、日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）がノーベル平和賞を授与

されました。戦争の抑止力となるのは「被害者の生の声を聞く」ことを続ける

より他はないとあらためて世界に示しました。 

しかし、そうした歩みが蔑ろにされ、軍事力による他国に侵攻する行為がい

ま世界各地で起こっており、いまだに解決の糸口すら見えない状況となってい

ます。 

今こそ私達は「怨みに報いるに怨みを以てしたならば、ついに怨みの息むこ

とがない。 怨みをすててこそ息む」との釈尊のお言葉を大切に受け止めること

が必要です。自国偏重の考えは他国の考えを尊重しない排他的行動となり、そ

れは結局自らを滅ぼす結果となります。爆心地に近い本願寺広島別院は経典「仏

説阿弥陀経」にある「共
ぐ

命
みょう

鳥
ちょう

」をシンボルマークとしています。「他を滅ぼす

道は己を滅ぼす道、他を生かす道こそ己の生かされる道」と仏法に聞き、すべ

てのいのちの尊さや、存在を大切にしあう社会が続くことを強く願っています。 

被爆 80 周年を迎える 2025(令和 7)年、本願寺広島別院・安芸教区において、

これまでの歩みに加え、更なる非戦・平和への願いを込めて、『全戦争死没者追

悼法要並びに原爆忌 80 周年法要』の勤修と、その関連事業を開催いたします。 

「全戦争死没者追悼法要」は、1994(平成 6)年、原爆 50 回忌法要を機に、本

願寺広島別院で大切に続けてきた法要です。この法要はわが宗門にとって過去

の戦争に協力し、多くの人々を扇動してきた歴史を見つめなおし、平和を願う

法要でもありました。 

このたび、被爆 80 年を迎え、改めて「過ちは繰り返さない」と誓われた先人

の方々の思いや、「世のなか安穏なれ仏法ひろまれ」との宗祖親鸞聖人の願いを

胸に、戦争を知らない世代が大半となる社会に、広く非戦平和を訴え、共々に

安心して生活できる社会の実現をめざして歩んでまいりたいと思います。 



 

 

戦後 80 年にあたっての平和を願うメッセージ 

 

本年は、戦後 80 年にあたります。まず、先の戦争において、亡くなられた世界のすべて

の方々に、心からの哀悼の意を表しますとともに、また、戦争で家族を失い、家を失い、さ

まざまな辛苦を受けられた方々の苦難はいかばかりであったかと拝察いたします。 

 

戦争は、いのちを奪い、いのちの尊厳を踏みにじることを国と国との間で集団的に行うと

いう、人間の愚かさが最も惨
むご

たらしいかたちで現れる行為です。第二次大戦ではアジア・太

平洋で、そして世界の各地で、当時の敵も味方も、戦闘員に限らず多くの市民が犠牲となら

れました。日本の地でも、沖縄は凄惨
せいさん

な地上戦を経験し、広島と長崎は原爆によって人もま

ちも破壊され、また東京や大阪などの都市をはじめ多くのまちも空襲に焼かれました。しか

しながら、その戦争に協力し、戦争を賛美したことも、私たち教団の歴史です。 

 

「さるべき業縁のもよほさば、いかなるふるまひもすべし」と親鸞聖人がお示しになられ

たように、み教えに照らされ知らされてくる私たちのまことの姿は、状況次第でどのような

悲惨な行いもなしてしまう可能性を持つ、なんともあさましい姿です。だからこそ、悲惨な

行いを導いてしまうような状況を決してつくりだしてはならないのです。 

 

戦後、私たち教団は全戦没者追悼法要をはじめ、さまざまに平和の実現へ取り組んでまい

りました。一方で、戦争を経験していない世代が人口のほとんどを占めるようになった今日、

戦争がもたらした痛苦の記憶は遠いものとなりつつあります。当時の国や社会の状況を批

判することなく、それが正しいことであるかのように取り違えてしまった私たちの歴史を

省みて、「念仏のみぞまことにておはします」との親鸞聖人のお言葉をよりどころとして、

慚愧
ざ ん ぎ

の念
おもい

をいだいて、過去を風化させてはなりません。 

 

私たちは、過去・現在・未来のすべてのいのちは、仏に願われ生かされていることに気づ

かせていただくのです。過ぎ去った方々を敬い、いまの私たちを大切にし、さらにこれから

生まれるいのちに願いを伝えなくてはなりません。 

先人たちが語り伝えてくださった、戦争による辛く苦しい体験を無駄にせず、語り継いで

いくことができるのが私たちの教団であり、いまもなお、この瞬間さえも世界の各地で行わ

れている戦争や紛争での人々の苦しみや悲しみに思いを寄せ、自らの生きざまに反映し、お

念仏申して、次の世代に伝えていくことが、私たちの教団の大切な役割と考えます。 

 

過去を反省し、問い続け、私たちがいま何をなすことができるか、将来の世代に何を残し

ていくかが大切でしょう。戦後 80 年にあたって、平和を願うメッセージといたします。 

 

２０２５(令和７)年４月１４日 

浄土真宗本願寺派 

総長 園 城 義 孝 



平和へのメッセージ 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

1945（昭和 20）年 8 月、一発の原子爆弾によって多くのいのちが一瞬にしてなくなりました。

今年、ヒロシマは、被爆から 80 年の節目を迎えます。 

本日の「全戦争死没者追悼法要並びに原爆忌 80 周年法要」にともない、崇徳高等学校を代表し

て心より哀悼の意を表します。私の在籍する崇徳学園においても、原爆の被災により校舎が全焼

し、生徒・教職員あわせて 522 名の尊いいのちが失われました。私たちと同世代の学生たちの日

常が、戦争によって、暗く苦しい日々に変わっていったことを想像すると、胸が痛みます。悲し

いことに、現在でもロシアとウクライナの戦争をはじめ、様々な国や地域での争いが絶えません。 

先日、私は、平和記念公園を訪れました。幼い頃から頻繁に訪れたことのある場所でしたが、

「被爆 80 年」に思いを馳せると、日常の「平和のありがたさ」に気づかされました。また、被爆

者の方に学校にお越しいただき、被爆証言を聴かせていただく機会に恵まれました。被爆者の方

は、筆舌に尽くしがたい経験を辛い思いをされながら真摯に語ってくださいました。私たちの世

代が被爆者の声を直接聞くことができる最後の世代と言われます。平和な世界を実現していくに

は何が必要か、今こそ一人ひとりが考えなければなりません。私は、80 年前に広島に起こった惨

状を直視し、国籍や人種の垣根を越えて、寛容な視野を持ち、人とひととの関係性を丁寧に構築

することが必要であると考えます。小さなことであってもお互いを尊重し、喜びを分かち合うこ

とが大切であると思います。 

そして、社会で起きている様々な課題を自分事として捉え、想像力を豊かにもち、次世代に向

けて、一人でも多くの人に「戦争の記憶」を語り継いでいくこと。すなわち、「あたりまえの日常

の尊さ」を伝えていくことがこれからの未来を担う私たちに託されていることであると考えます。 

最後に、昨年、日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）がノーベル平和賞を受賞しました。

被爆者のメッセージが世界の人々のもとへ届いたことは大きな希望であると感じます。若者を代

表して、私自身が広島で学んだ過去の記憶のバトンを未来へ繋ぎ、これからの平和な社会の実現

に向けての歩みを進めていくことを誓い、平和へのメッセージとさせていただきます。 

崇徳高等学校 

横
よこ

 山
やま

 律
りつ

 斗
と

 

未来へ 

 

 

 

 



平和へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

アメリカによる原爆投下から８０年目。私が通う進徳女子高校は、創立１１７年という長い歴

史の中で、「あの日」に多くの尊い命が犠牲となりました。正門をくぐり、初めに目にするのは、

「進徳高等女学校原爆慰霊碑」です。80 年経った今でも、慰霊碑には毎朝、献花がされています。

裏にある「被爆ソテツ」は、あの日の学校、生徒、先生そしてヒロシマを知りながらも、新しい芽

を息吹かせ、今もなお進徳を見守っています。 

私が所属する「平和ゼミナール部」のモットーは、「微力ではあるが、無力ではない」。学べば

学ぶほど社会の矛盾に怒りや悔しさを感じる一方で、問題のあまりの大きさ、複雑さに「しょう

がないじゃん…」と時々諦めそうになる自分がいます。しかし、全国の仲間と共に、考え行動す

る度に励まされ、「また頑張りたい」と奮い立たされます。 

3 月、外務省要請に参加しました。「核兵器禁止条約」への批准を求める署名は、約１年で２万

２４６５筆集まり、私はこの署名を提出する大役を担いました。束は、ずっしりと重くこの活動

の結晶を無駄には出来ないと強く思いました。唯一の戦争被爆国である日本が世界に対してもっ

と積極的に、核兵器廃絶に向けリードしてほしいと政府に伝え続けたいです。その後の国会議員

さんとの意見交流では、「若者の行動が少しずつ、政府を徐々に揺れ動かしつつある。一緒に声を

あげ行動していこう」と声をかけてくださり、平和ゼミナール部のモットーを実感しました。 

今、学校のクラブでは、「進徳の歴史」をたどっているところです。５月には、同窓会長の山田

郁子さんにお越しいただき、過去に水泳部がインターハイで優勝していたことや、先日放送され

た NHK の「ファミリーヒストリー」のお話などを伺いました。私たちの大先輩は、誇りを持って

進徳に通われていました。一方で、先生のいない自習時間には私たちと同じように友だちとふざ

けたり、誕生日をお祝いし合ったり…。学校生活を楽しんでいたのです。６月には、進徳の名物

先生であった渡邊弥蔵先生のお孫さんをお招きし、交流会をしました。当時としては珍しい音楽

教育に力を入れ、情操教育をとても大切にされていたといいます。師範学校の校長先生と対立し、

学校を辞めるときには、「先生を辞めさせるな！」というデモが生徒の中で起こったといいます。

多くの生徒から愛され、こんな素敵な先生がいたなんて羨ましくなりました。 

そんな歴史を持つ学校で、今、私は学んでいます。希望を持ち学校に通い、一瞬にしてそれを

奪われた生徒の無念さ、弥蔵先生の失望は計り知れなかったでしょう。それでも今に繋いでくれ

た人たちへ恥ずかしくない学びをしたい。８月は世界大会、全国高校生集会、長崎訪問に参加予

定です。 

「高校生だから」できないのではなく、「高校生だから」できることを仲間とともに考えこれか

らも行動していきます。 

進徳女子高等学校 

   大
おお

 槻
つき

 華
か

 奈
な

 

高校生だからできること 



被爆体験証言 

 

森下
もりした

 弘
ひろむ

 さん 
 

1930(昭和 5)年生まれ。14 歳の時、爆心地から 1.5 ㎞で建物疎開作業中に

被爆。広島大学卒業後、高校教諭として勤務。原爆に関する高校生の意識調

査や教材作りなど平和教育に取り組み、県高校原爆被爆教職員の会の初代会

長も務めた。詩人、書家で退職後は島根大学と広島文教大学で書を教えた。 

切
きり

明
あけ

 千枝子
ち え こ

 さん 
 

1929(昭和 4)年生まれ。広島県立第二高等女学校 4 年生だった 15 歳の時、

病院に向かう途中、爆心地から 1.9 ㎞ 離れたところで被爆。広島平和記念資

料館の被爆体験証言者として、2019(令和元)年 8 月から活動を開始。 



お釈迦様は『仏説無量寿経』の中で「兵
ひょう

戈
が

無
む

用
よう

」（武力も武器も

用いる必要が無い）と示されました。このたび「本願寺広島別院･

安芸教区 全戦争死没者追悼法要 並びに 原爆忌 80 周年法要

（7/5）」において被爆体験証言をいただく森下 弘さんにご揮毫

いただきました。（本願寺広島別院本堂に掲示） 
 

※揮毫は安芸教区ホームページよりダウンロードいただけます。 

 

 

     森下 弘さんプロフィール 

安芸教区ホームページ      



本願寺広島別院・安芸教区 

全戦争死没者追悼法要並びに原爆忌 80 周年法要 
 

 

関連事業 

 

共命鳥輪袈裟（夏用）・門徒式章の調製 

原爆忌 80 周年の節目にあたり、原爆 50 回忌(1994 年)の折り、共命鳥をデザインした輪袈裟・ 

式章をもとに色地を一新し調製。 

 

 

被爆寺院マップの作製 

新田光子さん（広陵東組明教寺衆徒・龍谷大学名誉教授）監修のもと、本願寺派被爆寺院（広島 

市認定）を対象とした内容のマップリーフレットを作成しています。 

完成後（年内完成予定）、電子ブック（PC 版）化し、安芸教区ホームページよりダウンロードい

ただけます。 

 

 

森下弘さん（書家）による「兵戈無用」の揮毫（データ化） 

森下弘さん（被爆体験証言者・詩人・書家）に「兵戈無用」（『仏説無量寿経』）を揮毫いただき、 

より多くの方に「兵戈無用」の願いが弘まるように、データ化いたしました。 

安芸教区ホームページよりダウンロードいただけます。 

 

 

世界遺産「アウシュビッツ強制収容所」見学他世界遺産を巡る研修旅行の実施 

日時：2026（令和 8）年 2 月 12 日（木）～17 日（火）6 日間 於：ポーランド共和国 

目的：先の世界大戦で深い悲しみと悲惨な状況を生んだアウシュビッツ強制収容所を見学し、 

被爆地ヒロシマで伝わる戦争体験とは違う角度から、あらためて戦争の悲惨さを学ぶ 

と共に、他世界遺産を巡る研修旅行を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2025（令和 7）年度 終戦 80 年に際しての 安芸教区・本願寺広島別院の取組 
 

 

 

① 安芸教区保護司会結成 25 周年記念大会〈豊耳会仏教講座〉 

日時：４月９日（水）14:00～16:30 於：広島別院 

アトラクションにて「被爆ピアノコンサート」を開催 

ピアノ：谷崎友美さん(真宗大谷派教徳寺門徒) 

ソプラノ：大島久美子さん(沼田組光明寺門徒)   被爆ピアノ・㈱矢川ピアノ工房 

 

② 安芸教区布教団 前期研修会 

日時：5 月 29 日（木）13:30～ 

講師：武田龍精さん（龍谷大学名誉教授） 

講題：「地球上からの全核兵器廃絶の精神と実践～日本被団協ノーベル平和賞受賞の歴史的意義～」 

 

③ 安芸教区門徒推進員連絡協議会 前期研修会 

日時：5 月 31 日（土）15:00～16:00 於：広島別院 

講師：箕牧智之さん(日本原水爆被害者団体協議会代表委員・ 

広島県原爆被害者団体協議会理事長・山県中組明覚寺総代) 

講題：被爆証言とノーベル平和賞 

 

④ 安芸教区 総講習会（2 日目） 

日時：6 月 6 日（金） 於：広島別院 

(1)講師：近藤俊太郎さん（本願寺資料研究所研究員・龍谷大学非常勤講師・ 

龍谷大学世界仏教文化研究センター客員研究員・中央仏教学院通信教育部講師） 

講題：「戦争への道、平和への歩み－近代真宗史を学び直す－」 

(2)講師：鈴木達治郎さん（長崎大学客員教授・NPO 法人ピースデポ代表） 

講題：「核の脅威に抗う：核廃絶への現実的アプローチ」 

(3)講師：森瀧春子さん（核兵器廃絶をめざすヒロシマの会共同代表・ 

世界各被害者フォーラム共同代表・ウラン兵器禁止を求める国際連合運営委員） 

講題：「核を否定しない限り人間は核に否定される～核と人類は共存できない～」 

 

⑤ ビハーラ安芸 いのちをみつめる研修会 

日時：6 月 25 日（水）13:30～15:30 於：広島別院 

講師：叶裕子さん（広陵東組明教寺衆徒・本願寺派布教使・ 

「御同朋の社会をめざす運動」安芸教区委員会人権平和部会） 

講題：「戦後を生き続ける－ヒロシマが遺した字引きをひいて－」 

 



 

⑥ 青少年国際研修団 平和学習 

   日時：7 月 3 日（木）15:50～17:30 於：広島別院 

   被爆体験証言：箕牧智之さん(日本原水爆被害者団体協議会代表委員・ 

                 広島県原爆被害者団体協議会理事長・山県中組明覚寺総代) 

 

⑦ 本願寺広島別院・安芸教区 

   全戦争死没者追悼法要 並びに 原爆忌 80 周年法要 

日時：7 月 5 日（土）12:50～16:30 於：広島別院 

記念布教：吉崎哲真さん(佐伯奥組西法寺住職) 

法要：御門主様御親修『阿弥陀経作法 第二種』 

平和へのメッセージ：宗門校生徒代表 

          (崇徳高等学校・横山律斗さん、進徳女子高等学校・大槻華奈さん) 

被爆体験証言：森下弘さん、切明千枝子さん 

 

  ⑧ 浄土真宗本願寺派仏教青年連盟中央委員法要参拝 

  日時：7 月 5 日（土）12:50～16:30 於：広島別院 

     本願寺広島別院・安芸教区 全戦争死没者追悼法要並びに原爆忌 80 周年法要への参拝 

 

  ⑨ 広島市立基町高校生徒と被爆体験証言者との共同制作による 

 「原爆の絵」の展示 

日時：7 月 5 日（土）～7 月 20 日（日） 於：広島別院 

被爆体験証言者の記憶に残る被爆時の光景を広島市立基町高等学校の生徒が描いた「原爆の絵」 

があります。これは広島平和記念資料館の取組で、被爆者が高齢化するなか、被爆の実相を絵 

画に残すこと、そして、絵の制作を通して高校生が被爆者の思いを受け継ぎ、平和の尊さにつ 

いて考えることを目的に行われているものです。この「原爆の絵」（レプリカ）を展示します。 

 

  ⑩ 本願寺広島別院「原爆忌法要」 

日時：8 月 5 日（火）～6 日（水） 於：広島別院 

法要：5 日逮夜『無量寿経作法』、6 日晨朝『般舟讃』、6 日日中『阿弥陀経作法 第二種』 

法話：安部惠証さん(備後教区三次組善照寺住職) 

 

  ⑪ 龍谷大学留学生平和プログラム 

日時：8 月 8 日（金）～9 日（土） 於：広島別院・広島市内 

内容：龍谷大学で学ぶ留学生を広島に招き、被爆地ヒロシマからの非戦・平和への願いを、 

各国・地域へ伝達いただくことを目的として実施。 



 

  ⑫ 豊耳会仏教講座 

日時：8 月 10 日（日）13:30～ 於：広島別院 

講師：桂春蝶さん（噺家） 

 講題：『ニライカナイで逢いましょう～ひめゆり学徒隊秘抄録～』 

 

  ⑬ 2025 ピースナイター参加 

日時：8 月 13 日（水） 於：マツダスタジアム 

内容：来場の子ども･若者を中心としたすべての年代の方々に「PEACE おりがみ」で折鶴を 

作成いただき「非戦・平和」への願いを発信。作成いただいた折鶴は取りまとめて糸を 

通し、後日、広島平和記念公園にお持ちします。 

 

  ⑭ 寺族婦人連盟前期研修会 

日時：9 月 1 日（月）13:30～ 

講師：志賀賢治さん（広島平和記念資料館元館長・広島大学原爆放射線医科学研究所客員教授） 

テーマ：「原爆がもたらしたもの、奪いさったもの－『記憶の博物館』の軌跡と課題－」 

 

  ⑮ 平和の鐘 

日時：9 月 18 日（木）13:30～13:35 於：広島別院 

内容：東京･国立千鳥ヶ淵戦没者墓苑での「千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要」修行にあたり、 

平和宣言を行い「平和の鐘」を撞かれる際、同時刻に梵鐘を撞く。 

 

  ⑯ 豊耳会仏教講座 

     日時：2 月 14 日（土）13:30～ 

     講師：西本照真さん（武蔵野大学前学長） 

     講題：『仏教と幸福学～被爆 80 年にあたって～』 
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3
0
日

第
1
9
回

2
0
0
1
（

平
成

1
3
）

年
海

を
こ

え
て

響
く

お
念

仏
張

偉
（

同
朋

大
学

講
師

）

9
月

2
9
日

第
2
0
回

2
0
0
2
（

平
成

1
4
）

年
平

和
を

つ
く

る
平

岡
敬

（
前

広
島

市
長

）

9
月

2
8
日

　
－

ヒ
ロ

シ
マ

か
ら

ア
ジ

ア
－

第
2
1
回

2
0
0
3
（

平
成

1
5
）

年
国

際
医

療
協

力
の

1
9
年

福
元

満
治

（
ペ

シ
ャ

ワ
ー

ル
会

広
報

担
当

理
事

）

9
月

2
7
日

　
－

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
の

現
状

と
課

題
－

第
2
2
回

2
0
0
4
（

平
成

1
6
）

年
人

間
は

な
ぜ

戦
争

を
す

る
の

か
野

田
正

彰
（

関
西

学
院

大
学

教
授

・
精

神
科

医
）

1
0
月

2
日

第
2
3
回

2
0
0
5
（

平
成

1
7
）

年
平

和
へ

の
提

言
【

提
言

者
】

7
月

8
日

・
9
日

8
日

：
夏

明
忠

幸
、

加
良

幸
枝

、
土

井
克

彦
、

濱
本

信
太

郎

9
日

：
福

間
駿

吉
、

戸
井

貴
三

枝
、

大
江

厚
子

、
青

木
一

世

第
2
4
回

2
0
0
6
（

平
成

1
8
）

年
平

和
：

根
源

か
ら

の
問

い
か

け
町

田
宗

鳳
（

広
島

大
学

大
学

院
総

合
科

学
研

究
所

教
授

）

7
月

8
日

第
2
5
回

2
0
0
7
（

平
成

1
9
）

年
被

爆
体

験
か

ら
森

下
弘

（
ﾜ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
・

ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ
・

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
理

事
長

）

7
月

7
日

　
～

み
ん

な
が

救
わ

れ
る

と
き

、
自

分
も

救
わ

れ
る

～

第
2
6
回

2
0
0
8
（

平
成

2
0
）

年
沖

縄
戦

を
め

ぐ
る

心
の

葛
藤

松
永

英
美

7
月

5
日

　
－

亡
父

は
ひ

め
ゆ

り
学

徒
隊

長
だ

っ
た

－

第
2
7
回

2
0
0
9
（

平
成

2
1
）

年
私

の
被

爆
体

験
と

平
和

に
つ

い
て

高
橋

昭
博

（
元

広
島

平
和

記
念

資
料

館
館

長
）

7
月

4
日

第
2
8
回

2
0
1
0
（

平
成

2
2
）

年
〈

ヒ
ロ

シ
マ

〉
を

記
憶

す
る

た
め

に
直

野
章

子
（

九
州

大
学

比
較

社
会

文
化

研
究

院
准

教
授

）

7
月

3
日

第
2
9
回

2
0
1
1
（

平
成

2
3
）

年
ヒ

ロ
シ

マ
の

真
実

田
邊

雅
章

（
爆

心
地

復
元

映
像

製
作

委
員

会
代

表
）

7
月

2
日

　
～

爆
心

地
復

元
を

し
て

～



第
3
0
回

2
0
1
2
（

平
成

2
4
）

年
国

際
平

和
と

人
間

の
安

全
は

両
立

す
る

の
か

吉
川

元
（

上
智

大
学

ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ﾙ
ｽ
ﾀ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｰ
ｽ
ﾞ
研

究
科

教
授

）

7
月

7
日

　
－

平
和

論
の

再
考

を
－

第
3
1
回

2
0
1
3
（

平
成

2
5
）

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

を
通

し
て

み
え

て
き

た
も

の
三

登
浩

成
（

平
和

公
園

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
）

7
月

6
日

第
3
2
回

2
0
1
4
（

平
成

2
6
）

年
震

災
か

ら
3
年

…
今

杉
岡

誠
（

福
島

県
飯

舘
村

役
場

職
員

・
東

北
教

区
相

馬
組

善
仁

寺
住

職
）

7
月

5
日

　
～

3
0
㎞

圏
外

の
原

子
力

災
害

～

第
3
3
回

2
0
1
5
（

平
成

2
7
）

年
知

ら
れ

ざ
る

ヒ
ロ

シ
マ

の
真

実
と

原
爆

の
実

態
田

邊
雅

章
（

映
像

作
家

）

6
月

2
7
日

第
3
4
回

2
0
1
6
（

平
成

2
8
）

年
非

戦
平

和
を

ど
こ

ま
で

願
っ

て
い

ま
す

か
？

ス
テ

ィ
ー

ブ
ン

・
リ

ー
パ

ー

7
月

2
日

（
広

島
女

学
院

大
学

客
員

教
授

・
広

島
平

和
文

化
セ

ン
タ

ー
前

理
事

長
）

第
3
5
回

2
0
1
7
（

平
成

2
9
）

年
被

爆
し

た
米

兵
を

通
し

て
平

和
を

考
え

る
森

重
昭

（
歴

史
研

究
家

）

7
月

1
日

第
3
6
回

2
0
1
8
（

平
成

3
0
）

年

第
3
7
回

2
0
1
9
（

令
和

元
）

年
記

憶
の

継
承

志
賀

賢
治

（
広

島
平

和
記

念
資

料
館

前
館

長
）

7
月

6
日

　
～

広
島

平
和

記
念

資
料

館
の

軌
跡

と
課

題
～

第
3
8
回

2
0
2
0
（

令
和

2
）

年

第
3
9
回

2
0
2
1
（

令
和

3
）

年

第
4
0
回

2
0
2
2
（

令
和

4
）

年
大

久
野

島
の

毒
ガ

ス
の

歴
史

山
内

正
之

7
月

2
日

（
大

久
野

島
か

ら
平

和
と

環
境

を
考

え
る

会
代

表
・

毒
ガ

ス
島

歴
史

研
究

所
事

務
局

長
）

第
4
1
回

2
0
2
3
（

令
和

5
）

年
わ

た
し

の
被

爆
体

験
篠

田
恵

（
被

爆
体

験
証

言
者

）

7
月

1
日

第
4
2
回

2
0
2
4
（

令
和

6
）

年
被

爆
体

験
証

言
才

木
幹

夫
（

被
爆

体
験

証
言

者
）

7
月

6
日

第
4
3
回

2
0
2
5
（

令
和

7
）

年
被

爆
体

験
証

言
切

明
千

枝
子

（
被

爆
体

験
証

言
者

）

7
月

5
日

森
下

弘
（

被
爆

体
験

証
言

者
）

＊
「

平
成

3
0
年

7
月

豪
雨

」
の

た
め

中
止

＊
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止

＊
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

中
止



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏
説
阿
弥
陀
経 

三
奉
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念 
仏 

回 

向 



 
い
の
ち
か
が
や
い
て 

  

石
本
美
由
起 

作
詞 

あ
き
た
か
し 

作
曲 

歌
：
南 

一
誠  

   

  

一
、
人ひ

と

に
は 

人ひ
と

の 

命
い
の
ち

あ
り 

 
  

花は
な

に
は 

花は
な

の 

命
い
の
ち

あ
り 

 
 

う
ま
れ
て
生い

き
て 

人ひ
と

は
み
な 

  
  

恵
め
ぐ
み

を
願ね

が

う 

共ぐ

命
み
ょ
う

鳥
ち
ょ
う 

 
  

輝
か
が
や

き
あ
お
う 

や
さ
し
く
強つ

よ

く 

 
  

輝
か
が
や

き
あ
お
う 

い
つ
の
日ひ

も 

 
 

命
い
の
ち

と
花は

な

を 

い
つ
く
し
み 

   

 

二
、
人ひ

と

に
は 

人ひ
と

の 

涙
な
み
だ

あ
り 

 
 
 

川か
わ

に
は 

川か
わ

の 

涙
な
み
だ

あ
り 

 
 
 

犯お
か

し
た
罪つ

み

の 

過
あ
や
ま

ち
を 

 
 
 

悲か
な

し
み
唄う

た

う 

共ぐ

命
み
ょ
う

鳥
ち
ょ
う 

 
 
 

輝
か
が
や

き
あ
お
う 

憎に
く

し
み
越こ

え
て 

 
 
 

輝
か
が
や

き
あ
お
う 

諸
共

も
ろ
と
も

に 

 
 
 

涙
な
み
だ

の
歴
史

れ
き
し 

映う
つ

す
川か

わ 

  

 

三
、
人ひ

と

に
は 

人ひ
と

の 

希の
ぞ

み
あ
り 

 
 
 

空そ
ら

に
は 

空そ
ら

の 

希の
ぞ

み
あ
り 

 
 
 

あ
し
た
へ
託た

く

す 

夢ゆ
め

を
追お

い 

 
 
 

羽は

ば
た
け
愛あ

い

の 

共ぐ

命
み
ょ
う

鳥
ち
ょ
う 

 
 
 

輝
か
が
や

き
あ
お
う 
命

い
の
ち

の
限か

ぎ

り 

 
 
 

輝
か
が
や

き
あ
お
う 

手て

を
取と

っ
て 

 
 
 

平
和

へ
い
わ

の
道み

ち

の 

同
朋

と

も

と
な
り 

「
い
の
ち
か
が
や
い
て
」
に
つ
い
て 

 

こ
の
作
品
は
、
一
九
九
四
（ 

平
成
六 

）
年 

七
月
一
日
、
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
勤
め 

ら
れ
た
「
全
戦
没
者
追
悼
法
要
・
原
爆
五
十
回 

忌
法
要
・
本
願
寺
広
島
別
院
復
興
三
十
周
年
記 

念
法
要
『
か
が
や
き
あ
う
い
の
ち
』
の
集
い
」 

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

作
品
は
、
安
芸
門
徒
で
あ
る
広
島
出
身
の
作 

詞
家 

石
本
美
由
起
さ
ん
に
作
詞
を
依
頼
、
同
じ
く 

広
島
在
住
の
作
曲
家 

あ
き
た
か
し
さ
ん
の
作
曲 

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

当
日
、
小
町 

昭
さ
ん
の
指
揮
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス 

ト
ラ
伴
奏
で
南 

一
誠
さ
ん
が
歌
い
、
好
評
を
得
ま 

し
た
。 

以
後
、
仏
教
音
楽
研
究
所
の
機
関
誌
で
全
国 

へ
紹
介
さ
れ
、
平
成
九
年
の
秋
の
法
要
で
は
、 

「
御
堂
演
奏
会
」
の
指
定
曲
と
な
り
、
本
山
の 

阿
弥
陀
堂
で
演
奏
さ
れ
る
な
ど
支
持
を
い
た
だ 

い
て
き
ま
し
た
。 

テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
化
の
要
望
に
応
え
、
浄
土
真 

宗
本
願
寺
派
安
芸
教
区
の
組
長
、
教
区
会
議
員 

の
み
な
さ
ん
の
献
身
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経文を掲載しておりますので、大切にお取り扱いください。 


